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★保護者
ほ ご し ゃ

のみなさま 

下記
か き

に書か
か  

れている内容
ないよう

は子
こ

どもたちにも配付
は い ふ

しています五条
ごじょう

小学校
しょうがっこう

でのきまりです。

教 職 員
きょうしょくいん

は下記
か き

の内容
ないよう

をもとに子
こ

どもたちには声
こえ

かけをおこなっていきます。ただし、

学校
がっこう

生活
せいかつ

全
すべ

てのきまりが書
か

かれているわけではありません。子
こ

どもたちがきまりについて

よく考
かんが

えて行動
こうどう

していけるよう取
と

り組
くん

んでいきます。ご家庭
か て い

でも一度
い ち ど

ご確認
かくにん

いただき、

保護者
ほ ご し ゃ

のみなさまにもご協 力
きょうりょく

をいただきますようよろしくお願
ねが

いいたします。 

 

 

☆自分
じ ぶ ん

も周
まわ

りも傷
きず

つかない、傷
きず

つけない 
五条
ごじょう

のきまりは、「みんなが過
す

ごしやすい学校
がっこう

」にするために決
き

められています。自分
じ ぶ ん

も

周
まわ

りも安全
あんぜん

に過
す

ごすためにはどうすればよいのか、また自分
じ ぶ ん

も傷
きず

つかない、周
まわ

りも傷
きず

つけ

ないためにどうすればよいのか、よく考
かんが

えて行動
こうどう

しましょう。 

 

 

☆登校
とうこう

 

・ ８時
じ

から８時
じ

２５分
ふん

の間
あいだ

に登校
とうこう

するようにしましょう。 

・ 決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

で登校
とうこう

しましょう。 

※登校
とうこう

した後
あと

は、学校
がっこう

の外
そと

に出
で

てはいけません。 

 

 

※ 特別
とくべつ

な事情
じじょう

で遅
ち

刻
こく

する場合
ば あ い

は、８時
じ

２５分
ふん

までに学校
がっこう

に電話
で ん わ

やミマモルメでの連絡
れんらく

を

お願
ねが

いします。また、事前
じ ぜ ん

にわかっている場合
ば あ い

は連絡帳
れんらくちょう

等
とう

でお知
し

らせください。 

 

◎服装
ふくそう

  

・ 登
とう

下校
げ こ う

や運動場
うんどうじょう

に出
で

る時
とき

は、五条帽
ごじょうぼう

をかぶりましょう。 

・ 安全
あんぜん

で動
うご

きやすい服装
ふくそう

、靴
くつ

を身
み

につけましょう。 

 

令和
れ い わ

７年度
ね ん ど

 

五条
ごじょう

小 学 校
しょうがっこう

（保護者用
ほ ご し ゃ よ う

） 
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 ・ フードはかぶらないようにしましょう。 

 ・ 上着
う わ ぎ

のファスナーはしめましょう。 

 ・ 防寒
ぼうかん

具
ぐ

（手袋
てぶくろ

，ジャンパーなど）は、学校
がっこう

では脱
ぬ

ぎましょう。 

   （マフラーはつけて来
こ

ないようにしましょう。） 
【マフラー等は首がしまると危険なため（首にかけるものは同じ扱いとする）】 

・ ハンカチ・ティッシュは、いつも持
も

つようにしましょう。 

・ 登校
とうこう

したら、左
ひだり

胸
むね

の見
み

えるところに名札
な ふ だ

をつけましょう。 

 

☆学校
がっこう

生活
せいかつ

 

・ 自分
じ ぶ ん

も友
とも

だちも安全
あんぜん

に過
す

ごせるように考
かんが

えて行動
こうどう

しましょう。 
  

（例） ・ ろう下
か

、階段
かいだん

では右側
みぎがわ

通行
つうこう

、遊
あそ

び場所
ば し ょ

ではありません。 

・ ものは投
な

げない、蹴
け

らない、人
ひと

や自分
じ ぶ ん

を傷
きず

つけるような行動
こうどう

をしない。 

・ 乱暴
らんぼう

な言葉
こ と ば

を使
つか

わない。入
はい

ってはいけないところに入
はい

らない。 など 
 

・ 時間
じ か ん

（チャイムの合図
あ い ず

など）を守
まも

って行動
こうどう

しましょう。 

・ 自分
じ ぶ ん

の持
も

ち物
もの

は大切
たいせつ

に使
つか

いましょう。（人
ひと

にあげたり、貸
か

し借り
か  

してはいけませ

ん。） 

・ 運動場
うんどうじょう

やトイレのルールをしっかり守
まも

りましょう。 

 

◎持
も

ち物
もの

について 

☆ 筆箱
ふでばこ

の中
なか

（筆箱
ふでばこ

は鉛筆
えんぴつ

を一本
いっぽん

ずつ納
おさ

められるもの） 

・ 鉛筆
えんぴつ

 

・ 消
き

えやすい消
け

しゴム   

・ ものさし（15㎝程度
て い ど

で折
お

りたたみ式
しき

や伸縮式
しんしゅくしき

でないもの） 

・ 赤
あか

鉛筆
えんぴつ

（5.6年生
ねんせい

はふたつきの赤色
あかいろ

ボールペンを使用
し よ う

してもよい） 

※シャープペンシル、ねりけしなどの消
け

しゴム、ノック式
しき

や赤
あか

以外
い が い

のボールペンは 

持
も

ってきません。 
 

・ 家
いえ

のカギを持
も

ってきている人
ひと

は、必
かなら

ずランドセルに入
い

れて保管
ほ か ん

しましょう。 

・ 学校
がっこう

に必要
ひつよう

のないもの、または必要
ひつよう

以上
いじょう

にものを持
も

ってこないようにしましょう。 

 

下校後
げ こ う ご

、直接
ちょくせつ

、習い事
ならいごと

や放課後
ほ う か ご

の預
あず

かり事業所
じぎょうしょ

等
とう

にいく場合
ば あ い

に、そこで使用
し よ う

する

教材
きょうざい

や学習
がくしゅう

参考書
さんこうしょ

を持ち込んで
も   こ    

もよいが、そのような場合
ば あ い

、学校
がっこう

ではランドセルに

入
い

れておくものとして、持
も

ち込
こ

みを認
みと

めています。 
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◎読書
どくしょ

タイム用
よう

の本
ほん

と休
やす

み時間
じ か ん

を過
す

ごすための本
ほん

について 

・本
ほん

は一人
ひ と り

二冊
に さ つ

まで 

 

 

 読書
どくしょ

タイムには「文章
ぶんしょう

が中心
ちゅうしん

となっている本
ほん

」を読
よ

むように指導
し ど う

します。ただし、

発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じて「絵
え

」や「写真
しゃしん

」を中心とする本
ほん

を認
みと

める場合
ば あ い

もあります。 

 休み
や す  

時間
じ か ん

を過
す

ごすために持
も

ってきてもよい本
ほん

については、「学校
がっこう

図書館
としょかん

」において 

ある本
ほん

と同様
どうよう

の種類
しゅるい

の本
ほん

として、児童
じ ど う

には説明
せつめい

します。（コミック漫画
ま ん が

等
など

、学校
がっこう

図書館
としょかん

においていない種類
しゅるい

の本
ほん

は持
も

って来
こ

ないようによろしくお願
ねが

いします。 

 

※二冊
に さ つ

以上
いじょう

持って
も   

来て
き  

いる場合
ば あ い

は、家庭
か て い

に持ち帰
 も   かえ

るように指導
し ど う

しますのでよろしく

お願
ねが

いします。 

自分
じ ぶ ん

でしっかり管理
か ん り

するようご家庭
か て い

でもお声
こえ

掛
か

けください。本
ほん

を含
ふく

め、紛失
ふんしつ

や破損
は そ ん

には責任
せきにん

を負
お

いかねますのでご了 承
りょうしょう

ください。 

 

 

・ 休
やす

み時間
じ か ん

に友
とも

だちと遊
あそ

ぶためのもの（トランプ、UNO、カルタやオセロなど）は持
も

って

きてもよいが、先生の指示に従い、自分
じ ぶ ん

でしっかり管理
か ん り

しましょう。 

・ 休
やす

み時間
じ か ん

は、タブレットを使
つか

いません。（先生
せんせい

の指示
し じ

を聞
き

いて使
つか

いましょう。） 

・ 水筒
すいとう

は、できるだけ持って
も   

くるようにしましょう。 

・ 水筒
すいとう

がわりにペットボトルを使用
し よ う

するときは、カバーをつけましょう。 

（凍
こお

らせたペットボトルは持
も

ってきません） 

・ 体調
たいちょう

によりリップ、ハンドクリーム、カイロなどが必要
ひつよう

な時
とき

は、連絡帳
れんらくちょう

などでお家
うち

の人
ひと

から担任
たんにん

の先生
せんせい

に連絡
れんらく

してもらいましょう。 

 

☆下校
げ こ う

 

・ 帰
かえ

る前
まえ

には名札
な ふ だ

をはずしましょう。 

・ 寄
よ

り道
みち

をせず、決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って帰
かえ

りましょう。 

 

・ 校庭
こうてい

開放
かいほう

に参加
さ ん か

する場合
ば あ い

は、必
かなら

ずお家
うち

の人
ひと

に知
し

らせておきましょう。 

・ 忘
わす

れ物
もの

をしないように、しっかりと確認
かくにん

してから帰
かえ

りましょう。下校後
げ こ う ご

、忘
わす

れ物
もの

など

（校庭開放）（３～６年）火曜日
かようび

（行事
ぎょうじ

予定
よ て い

などで確認
かくにん

しましょう） 

１６：００には完 全

かんぜん

下校

げこう

 

先生
せんせい

の会議
か い ぎ

や出 張
しゅっちょう

などがある場合
ば あ い

は、授業
じゅぎょう

終了後
しゅうりょうご

すぐの下校
げ こ う

になります。 
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を取
と

りに来
く

る場合
ば あ い

は、安全
あんぜん

に気
き

をつけてきましょう。またその時
とき

は、インターホンを

押
お

して職員室
しょくいんしつ

に来
く

るようにしましょう。 

 

 

 

お子
 こ

さんが校庭
こうてい

開放
かいほう

に参加
さ ん か

する場合
ば あ い

は、保護者
ほ ご し ゃ

の承諾
しょうだく

を得た
え  

うえで参加
さ ん か

するように 

お願い
 ね が  

します。 

 

 

 

 

五条小学校「わたしたちのきまり」にはすべてのルールが書
か

かれているわけではありませ

ん。「みんなが過
す

ごしやすい学校
がっこう

」にするためにはどうすればよいのか、よく考
かんが

えて行動
こうどう

しましょう。 

 

 


